
教師になるまでは、

くらいかと思っていました。
でも現実はちがっていた……

クラスで起こる問題というのは、

クラスが騒がしい

友だちとけんかした

クラスの問題と聞いて
何を思い浮かべますか？
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しかも、キリがない、問題が減らない……

⃝友だちに消しゴムをちぎられた
⃝男子が下品なことを言う
⃝自分の好きな子と同じ班になりたい
⃝ロッカーからひもが出ていて気になる
⃝母親がスマホを買ってくれない
⃝給食のお皿にご飯つぶがたくさんついている
⃝係の仕事をやってくれない人がいる
⃝電車の話ばかりする友だちと話したくない
⃝悪口を言われて悲しい
⃝弟がゲームを壊して困っている
⃝先生がいないときにクラスが騒がしい
⃝友だちがブランコを代わってくれない
⃝ネットゲームでイヤな思いをした
⃝学校に関係ないものをもってくる子がいる
⃝自分で学芸会のダンスを決めたい
⃝給食の量が少なくてお腹がすく
⃝算数がわからないからやりたくない
⃝夏休みの宿題をやりたくない
⃝他の学年の子が遊びのじゃまをしてくる
⃝親に自由帳を笑われた
⃝あいさつの多いクラスにしたい
⃝自分のあだ名が気に入らない
⃝キャンプの班を自分たちで決めたい
⃝下駄箱のクツがそろっていない
⃝登下校でふざける子がいてあぶない
⃝掃除をしない子がいる……

……え、多すぎ！！！！

むり！！！！！
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そこで良い方法を探していたところ、

たまたま出会ったのが クラス会議 でした。

クラス会議を取り入れると、
山積みだった問題が激減し、クラスがまとまっていきました。

クラスの問題で困っている先生に

それもそのはずです。
教師１人よりも、
子ども３５人で問題に立ち向かったほうが、
子ども目線の解決策がたくさん出るわけですから！

クラス会議よ、もっと広まれ！！！

はじめに

　クラス会議とは、子ども全員で問題を話し合って、解決策を考える
会議です。
　クラス会議を取り入れると、子どもだけで問題を解決できるように
なったり、自分の困っていることを自己開示できるようになったりし
ます。

　私はここ６年間毎年、クラス会議を行ってきました。
　クラス会議で、子どもたちは「クラスが騒がしい」「係の仕事をや
らない人がいる」といったクラスの問題や、「自分のあだ名がイヤ」「悪
口を言われた」といった子ども個人の悩みなどを話し合ってきました。

　クラス会議のおかげで、最後には必ずすてきなクラスができあがり
ました。だからこそ、たくさんの人に伝えていきたいと思っていま
す。
　クラス会議特有のあたたかい雰囲気。人とつながれる感覚。みんな
は敵ではなく、仲間であるという認識。これらを感じることができま
す。

　本書は、クラス会議の進め方や成功の秘訣を紹介したものですが、
私がこの本で伝えたいことはそれだけではありません。
 「クラスの問題は子ども自身で解決しようと自ら取り組むので、その
可能性を教師が信じきること」です。
　実際に、「クラスで問題が起こったときに、先生が解決するクラス
と自分たちで解決するクラスだったらどっちがいい？」と子どもたち
に尋ねると、ほぼ１００％「自分たちで解決したい！」と言います。
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　子どもたちは自分たちで問題に向き合いたいと思っているのです。
それを時間がないから、めんどうだからという教師の都合で、子ども
のやる気をそのまま放置して良いのでしょうか。

　クラス会議を始めると、教師の予想をはるかに超えた感動的なドラ
マがクラス中で巻き起こります。「ああ、この瞬間が見たくて教師に
なったんだな」と言っても過言ではないほどです。これは教師という
仕事ならではの特権ですし、そんな日はビールがすこぶるおいしいで
す（笑）。

　子どもたちは可能性とやる気に満ちあふれています。そうした子ど
ものモチベーションや才能をを引き出すために私は教師になりまし
た。きっとこの本を手にされている先生方や保護者のみなさんも同じ
思いではないでしょうか。

　本書の最大の特徴は、年３０回６年間毎年クラス会議をやってきた
という現場経験に基づいた内容であることです。
　繰り返しクラス会議をやってきて、成功させるためのコツや大事な
ポイントが肌感覚でわかるようになってきました。
　それと同時に、教師がきちんとサポートさえすれば、小学校１年生
でもクラス会議を行うことが可能なのだと子どもの力に驚かされるこ
ともありました。

　本書が教師のみなさんの学級づくりに役立てればうれしく思います。
　問題を自分たちで解決できる子どもたちや、お互いに助け合えるク
ラスが増えることを願っています。
　すべては日本の明るい未来のために。
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クラス会議は、みんなで問題を話し合う会議！

　クラス会議とは、子ども全員でクラスの問題を話し合い、解決策を
考える会議です。「クラスが騒がしい」「係の仕事をやってくれない人
がいる」などの問題にみんなで向き合います。
　アドラー心理学に基づく学級経営の方法で、週に１回行うだけで、
共同体感覚が育まれ、クラスの雰囲気が劇的に変わります。
　共同体感覚とは、アドラー心理学の概念で、アドラー心理学に基づ
く教育の目的とされています。共同体感覚は、所属感、信頼感、貢献
感などで構成されています。
　・自分はこのクラスの一員だという所属感
　・困ったら友だちに相談できるという信頼感
　・クラスが抱えている悩みを自分で解決したという貢献感
　といったものが共同体感覚になります。
　このような共同体感覚を育てることは、学級づくりにおいて不可欠
です。なぜなら、共同体感覚が育つと、子どもたち自身の力でより良
いクラスをつくっていくことが可能になるからです。

クラス会議で、子どもの主体性が育つ！

　「ポジティブ・ディシプリン」という言葉を知っていますか？ 
　ポジティブ＝肯定的な、ディシプリン＝しつけという意味で、体罰
ではなく、愛情で育てようとする方法です。
　子どもの主体性を伸ばすのを目的に開発されたもので、叱ったりせ
ず、わがままにもさせない。子どもが問題を解決しながら成長してい
けるのです。
　クラス会議は、このポジティブ・ディシプリンという考え方に基づ
いて、子どもに、話し合いによって共同体感覚を身に付けさせるもの
なのです。だからこそ、子どもの主体性をどんどん伸ばしていけるの
です。

● クラス会議はアドラー心理学がベースになっている
● クラス会議で、子どもの主体性が育つ！

クラス会議は、みんなで問題を話し合う会議！

クラス会議とは？

1

ポイント
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話し合いのルールを
子どもと決める

3

ポイント

子どもたちにルールを考えてもらおう！

子どもと一緒にルールを決める

　話し合いのルールも教師が先に決めてしまうのではなく、子どもた
ちに考えてもらい、ルールを決めます。
　人に命令されたことを守るのは難しいですが、自分で決めたことは
守ろうとするからです。たとえば、「早く宿題をしなさい！」と言わ
れてもなかなかやる気は出ません。しかし、「テストのために１５分
だけ勉強しよう！」と自分で決めれば、真剣に取り組みます。
　つまり、「教師が決めたルール」よりも「自分たちで決めたルール」
のほうが子どもたちは真剣に守ろうとします。

子どもならではの発想を大切にする

　「どんなルールがあるとみんなが気持ちよく話し合えるかな？」と
尋ねてみます。右頁にあるのは、実際のクラス会議で子どもたちから
出たルールです。「人の話を聞かずに話している人がいたら肩をトン
トンする」というルールが、子どもならではの優しい発想で私個人と
してはお気に入りです。
　ルールが出ないときには、次回にルール決めをすることを予告して
おいてから一度クラス会議を行ってみます。するとこんなルールがあ

るとよいなと子どもが気付くことができ、ルール決めの日に意見が出
やすくなります。
　的外れなルールはいきなり教師が否定するのではなく、まずはクラ
ス全体に向け、「みんなはどう思う？」と問いかけます。すると的外
れなルールはそこで却下されたりブラッシュアップして改善されたり
します。
　また、実際にそのルールでやってみると、もっとよいルールがある
ことに気が付くこともできます。

● ルールを決めるところからクラス会議は始まっている
● 子どもならではの優しい発想を大切にする

・男女が交互に座る　
・人の話を聞かずに話している人がいたら肩をトントンする
・話している人のイヤなことを言わない
・ぬいぐるみを持っている人の話を聞く
・一人になっている子がいたら声をかけてあげる

≲実際に子どもから出たルール≳

38 39第２章　クラス会議が成功する準備・練習



３段階で話し合いを進める

　議題の共有ができたら話し合いにつなげていきます。主に司会がそ
の場を仕切って進められるようにします。もしも子どもだけで進行す
るのが難しい場合には最初のうちは教師主導で進めます。
　話し合いの流れは、解決策を出し合う、集める、決めるの３段階で
す。

まわりの人と解決策を出し合う（５分）

全員で解決策を集める（５分）

まわりの人と相談することで考えを言語化できる！

全員で解決策を絞って決める（５分）

まわりの人と解決策を出し合う

　いきなりみんなの前で解決策を発表することは難しいので、まずは
まわりの人と話し合う時間を設けます。この時間の役割は、解決策を
一緒に考える以外にもいくつかあります。たとえば、わからないこと
を質問したり、自信のない友だちを励ましたり、一人で考えている友
だちに声をかけたりすることなどができます。
　司会は議題と時間を示し、話し合いを促します。時間は２分間が目
安です。
　同時に黒板に「出し合う」と書かれたプレートを貼ります。こうす
ることで、いまは何をする時間かわからない子の割合が減ります。

　司�会：今日は「給食のときに下品なことを言う人がいて困る」とい
うことについて話し合います。まずはまわりの人と、２分間話し
合ってみてください。

解決策を考える！
話し合い
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